
生活支援

住まい

認知症の進行に合わせたケアの流れ

相談窓口

予防・交流

介護福祉

医療

もの忘れが気になる そろそろ見守りが必要

安心できる環境を整え

接し方を工夫する

●要介護認定の申請等

●民生委員など見守る人を増やす

●接し方や介護について学ぶ

見守りがあれば生活は自立

日常的な支援と

行動心理症状へ対応する

●介護保険サービス等の利用

●本人の役割やできることはしてもらう

●本人が失敗しない生活環境に整える

全般に手助けが必要

●人や物の名前が思い出せない

●日付や時間がわからない

●人付き合いや趣味などに

積極性がなくなる

●約束や予定などを忘れることが

増える

本
人

気づき～相談

様子が「おかしい」「いつもと違う」

と思ったら…

●かかりつけ医や地域包括支援

センターに相談

家

族

支
援
制
度
や
介
護
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ー
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●置いた場所がわからない

●火の消し忘れがある

●同じことを何度も聞く

●薬の飲み忘れが増える

●買い物やお金の管理にミスが

増える

●道に迷う ●すぐ怒る

●着替えや入浴などを嫌がる

●家族や近隣とのトラブルが増える

●昼夜逆転 ●排泄の失敗がある

●服の着方がおかしい

●着替え・入浴・食事・排泄

などに介助が必要になる

●言葉での意思表示・理解

が難しくなる

●寝たきりになる

重度・終末期のケア

●介護保険サービスの利用

●最後の迎え方について家族間

で話し合う

●介護者の心身の健康を保つ

進行

かかりつけ医 地域包括支援センター

居宅介護支援事業者（ケアマネジャー）

老人福祉センター椿荘 地域サロン 認知症カフェ 傾聴ボランティ

介護保険サービス（ホームヘルプ・デイサービス・ショートステイ・訪問看護・住宅改修・福祉用具貸与 等）

かかりつけ医 専門医（物忘れ外来）

福祉サービス利用支援事業

高齢者見守りSOSネットワーク事業 紙おむつ助成 寝具洗濯乾燥・理美容サービス 外出支援サービス

成年後見制度（契約・金銭管理）

有料老人ホーム サービス付き高齢者向け住宅 軽費老人ホーム

グループホーム

介護老人保健施設 特別養護老人ホーム 介護医療院
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介護者の心の健康も大切に

●一人で抱え込まない
担当ケアマネジャーやかかりつけ医に相談し、医療・介護サービスを活用しましょう

●自分の休息の時間を作る
デイサービスなどを利用し、介護から解放される時間を作りましょう

●自分らしく暮らす
これまでの暮らし方、趣味など、自分らしい生き方も大切にしましょう

●ストレスを解消・発散する
からだをほぐしたり、リラックスできる時間を作り、ストレスが溜まらないように

しましょう

●認知症の介護者同士のつながりをもつ
認知症カフェなどに参加し、認知症の方の介護者同士が抱える想いを共有したり、

相談したりしましょう

認知症になっても

住み慣れた地域で

暮らし続けるために

認知症の相談窓口

①地域包括支援センター

地域で暮らす高齢者やそのご家族等の、介護や日常生活等の様々な相談を受け、

安心して暮らせるよう支援します。

本町地区地域包括支援センター 076-246-8005

富奥地区地域包括支援センター 076-248-7676

郷・押野地区地域包括支援センター 076-256-3520

②こころの健康相談（石川中央保健福祉センター）

精神科医や保健師等が認知症の不安や悩みについて相談に応じています。

相談は無料で随時受付可能です。※精神科医による相談を希望の場合は要予約

076-275-2250

③石川県認知症疾患医療センター（石川県立こころの病院）

認知症に関する専門医療相談や鑑別診断を行っています。

076-281-2600(相談専用ダイヤル）


